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蛤 文内容の要旨
(1)α，ω・diarylpo)yenesの合成とその性質ならびに電子スベクトノレにみられる規則性について。
ジ(1ー ナフチノレ)ポリエン (n=I-4，6)とジ (2 ナ7チ/レ)ポリエン (n=I-6)、R-
(CH=CH). -R，をWittig反応によリ合成した。アノレデヒドとしては、ナフトアノレデヒド、 3-ナ
フチルー2ープロベナール、 5ーナ7チルー 2、4 ペンタジェナ-)レ及びム コンアルデヒドを使っ
た。ナフチノレメチルトリ 7ェニルホスホニウム塩、 3-ナフチノレー2ープロベニル トリ 7ェニルホス















A = 65.2n"'+253 






3ー フェナントリル入 30.3n0.8 + 348 
2-フノレオレニYレ 入=29.5n0.8+ 353 
又、 HMO計算の結果を使って入maxの値を算出した。その結果、共鳴積分値βc二 Cニ1.1β、βc-c





















のアルドール縮合により (11)の前駆体を得ょうとした O 実際に得られた黄色結晶性粉末は、有機溶媒
にひじように難溶性であった O スペクトルデータ (UV、IR、MS) と分析値は明確な結果を与えなか
ったけれども、黄色結晶性粉末は種々の鎖状縮合物の混合物であろう O この実験では難溶性が障害と
なったので、もっと溶解度があると思われる側の合成に取りかかった oージアセチルベンゼンと O













安原君は 1ーナフチルおよび2-ナフチルポリエナールならぴに臭化 1-および 2-ナフチルポリ
エニルトリフェニルホスホニウムを合成し、両者ならびにムコンアルデヒドとの聞のWiltig反応により






入1= 45 . 4n 0.7 + 302、入n=40.OnO・7+292 (nm) 
安原君はすでに合成きれた 4系列のジアリールポリエンならびにポリエン、ジフェニルポリエンの
文献値につき入とnXの直線関係につき詳細に検討した結果、何れも入=AnX +Bの式でよく表わされ




芳香族二重結合〕によりよく説明できることが示きれた O この結果は、ポリアセチレン系列では(I ) 
の分極構造の寄与がnの増加とともに増大するがポリエン系列では(N)の寄与が小きいことを示すも
Ar-(C=C) n ー-Ar日士Ar=(C=C)n =ArI 









(v) (VI ) (四)
67-
ホルミルフェナントレン(咽)、ジアセチルフェナントレン(IX)のアルドー/時宿合で(X)を経て(xI)
の合成を試みたが環状二量化を達成する t~到らなかった。(皿)、 (XIII )より (XN) を合成する
O 
事CHO+ 彦一 ~、Jyh1よ0oOl， B-4h c会
CHO CH3C O 
(VIII) (1X) ( X ) (XI ) 
COCHs OCH (CH=CH)2yl 公O、I 
I\~守、 COCH3 十OCH (CH=CH)2 ラーヨー 吋〉
(盟) (XIII) (X N) 
試みも鎖状縮合体を生成したため実現しえなかった。これらの研究は中間体の合成法に多くの知見を
えて居り合成有機化学に寄与するものである。以上の安原君の研究は共役系の基礎的性質に関し重要
な知見を加えたものであって、理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
-68ー
